
歴史と和のまち・防災公園整備計画

平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 太子町

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 太子町 直接 396

1-A-2 公園 一般 太子町 直接 4

合計 400

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-B-1 公園 一般 太子町 直接 24

合計 24

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

平成28年3月25日

市町村名
（事業箇所）

事業者

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

公園施設長寿命化計画策定

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

太子町 園路、広場、修景施設等（15.1ha）都市公園事業（柳池総合公園）

事業者

太子町

太子町

都市公園事業（柳池総合公園）と一体的に整備することにより、公園へのアクセス性の向上が図られ、公園の利用促進に寄与する。

事業者

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

太子町 柳池総合公園関連道路整備事業 現道拡幅L=260m

番号

太子町公園施設長寿命化計画策定調査

番号

24 百万円ＢＡ

太子町

要素となる事業名

全体事業費 400 百万円

太子町における都市公園の長寿命化計画の策定率

（長寿命化計画策定率）＝（長寿命化計画策定済みの都市公園数）／（町内の都市公園数） 0.0% －

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

0.0%0 百万円
効果促進事業費の割合

424 百万円

　　計画の成果目標（定量的指標）

都市公園の一人当り公園面積

－

2.77 －

Ｃ

（満足度）　＝　(満足)5×人数＋(まあ満足)4×人数＋(普通)3×人数＋(やや不満)2×人数＋(不満)1×人数　／　合計人数

・都市計画マスタープランにおける大規模な公園の整備状況に対する満足度を、2.77から2.79に増加する。

当初現況値

　　定量的指標の定義及び算定式

2.79

中間目標値

要素となる事業名

計画の期間

備考

（一人当り公園面積）　＝　（都市公園開設面積）　／　（都市計画区域内人口）　（㎡/人） 4.55㎡/人 5.74㎡/人

・太子町における都市公園の長寿命化計画を策定する。

（H26末）（H24当初）

最終目標値

（H27末）

太子町

全体事業費
（百万円）

社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

　太子町には都市公園が8箇所あり、その大半が供用開始から20年以上経過している。また、住民アンケートでは今後取り組んでほしい施策として「公園、子供の遊び場の整備」の要望が一番高くなっている。
現在事業を進めている、地域防災計画で一次避難地に位置付けられている総合公園を計画的に整備し早期供用を図ることで都市の防災機能を強化を図り、また、既存施設が安全・安心に利用できるよう公園施設の長寿

命化計画に基づき予防保全的な維持管理を行うことで、子供の遊び場の充実を図り、安全・安心な環境整備を目指す。

・太子町における都市公園の一人当り公園面積を、4.55㎡/人から5.74㎡/人に増加する。

計画の目標

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

100.0%

大規模な公園の整備状況に対する満足度

事業内容
市町村名

要素となる事業名



（参考図面）

計画の名称 歴史と和のまち・防災公園整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成27年度（4年間） 太子町

（H24当初） （H26末） （H28末）

交付対象

上太田自然公園

きたやま公園

太田公園

太子山公園

斑鳩寺公園

宮本公園

吉福公園

総合公園

1-A-1 都市公園事業（柳池総合公園）

1-B-1 柳池総合公園関連道路整備事業

番 号 記 号 事 業 名

1-A-1 都市公園事業（柳池総合公園）

1-A-2 太子町公園施設長寿命化計画策定調査

１-B-1 柳池総合公園関連道路整備事業

凡 例



チェック欄

　１）目標が関係法令等の目的と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえて目標が設定されている。 ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）住民・民間事業者等と連携して計画を策定している。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

計画の名称：  歴史と和のまち・防災公園整備計画　　　　　　　　　事業主体名：　太子町　　

④事業の効果

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．整備計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①関係法令等との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の機運

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅲ．整備計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性


